
第１２０３例会 ２０１０年１０月２１日(木)(雨)

司 会 小清水正義副幹事

点 鐘 高橋幸雄会長

合 唱 ｢それでこそロータリー｣(北村まり子さん)

祝結婚記念日 高橋(修)君(１０／２３) 神崎君(１０／２

５)

祝誕生記念日 ≪会員≫山口君(１０／２３) ≪奥様≫高

橋(修)君(１０／２３) 多田君(１０／２５) 安部君(１０

／２７)

○ ガバナー事務所より

① ＲＩ規定審議会情報説明会のご案内

日時 １１／２２(月) １４：３０～１７：００

会場 藤沢産業センター８Ｆ

対象者 会長エレクト、Ｒ情報委員長

② 地区大会のお礼状

③ インターアクト年次大会登録のお願い

日時 １１／２３(祝)

場所 藤沢産業センター６Ｆ「研修室１／２」

登録料 お一人3,000円

④ ＲＩ規定審議会情報説明会アンケートのお願い

○ 消防車の輸送について

オンデッキ(野積み)で輸送する。秦野市より消防車の講

習を受けてください、とのこと。贈呈式の日程は消防車

を発送してから後日発表する。 →承認

○ 友好クラブ委員会より 古河東ＲＣ訪問について

日時 １１／３０(火)～１２／１(水) １泊で訪問する。

１１／２５(木)の移動例会とする。

交通機関 バス。会費として10,000円を予定。→承認

○ 全国植樹祭感謝祭について

日時１０／１０(日)

場所 県立秦野戸川公園

今井直前会長にお願いする。 →承認

○ 秦野市少年野球、卒業大会開会式及び、第１７回親子

トスボール大会について

日時 １１／３(水) ９：００開式

場所 秦野球場

卒業大会に高橋(幸)会長、木村新世代奉仕委員長が出席

する。親子トスボール大会は参加する(諸星常平副会長が

参加者をまとめる)。世代奉仕委員会より100,000円協賛

する。 →承認

○ ｢赤い羽根共同募金｣について

パスとする。 →承認

○ 職業奉仕セミナー開催について

日時 １１／４(木)

場所 藤沢産業センター８Ｆ

高橋(幸)会長、諸星(道)職業奉仕委員長が出席する。１１

月の理事会を第２週目の１１／１１(木)にする。→承認
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○ 社会奉仕セミナー開催について

日時 １１／１(月)

場所 藤沢産業センター８Ｆ

古谷奉仕プロジェクト委員長、飯田隆明社会奉仕委員長

が出席する。 →承認

○ 竹石さんの退会届について

小田原中ＲＣへの移籍、了解する。 →承認

○ 第２回アクターズミーティング開催について

日時 １０／３０(土)

場所 横須賀市立総合福祉会館

欠席とする。 →承認

○ Ｒ財団地域セミナー(ＺＯＮＥ１、２、３)開催につい

て

日時 １１／２４(水)

場所 大阪国際会館

原さんが出席の予定。 →承認

○ 社会奉仕委員長より、助成金の減額について

→フォーラムで話し合う

[受付文書]

① 秦野市観光課より、Ｈ２２年度丹沢大山クリーンピア

２１クリーンキャンペーンの参加について(依頼)

日時 １０／２３(土) ８：３０集合

場所 １、大倉登山口

２、ヤビツ峠登山口

② 地区大会記念、親睦ゴルフコンペのお礼

③ 国際ソロプチミスト秦野より｢乳がん早期発見・早期治

療講演会｣ご後援のお願い

日時 ４／２(土) 開演１３：００～１５：００

場所 秦野市文化会館 大ホール

入場料 1,000円 ただし高校生無料

講師 山田邦子氏

④ 大和田園ＲＣより 例会場変更のお知らせ

新例会場・・・｢北京飯店４Ｆ｣１２／３(金)より

⑤ 米山記念奨学会より、普通寄付の申告用領収書につい

て

⑥ 地区大会記念講演会担当クラブの海老名ＲＣより、｢か

ものはしプロジェクト｣のパンフレットが送られてき

ました。

○ 「親子トスボール大会」への参加のお願い

日時 １１／３(市民の日) ９：００

※出欠をとります。

○ 山口 宏君(秦野) ｢本日もお世話になります。宜しく

お願い致します｣

○ 高橋幸雄君 ｢地区大会には大変ご苦労様でした。最後

までの参加、ありがとうございました｣

○ 古谷スミ子さん ｢地区大会、ご苦労様でした。大勢の

皆さんにご参加頂き、盛り上げて頂きました｣

○ 高橋修平君 ①｢５／２９に田植えをした稲が実り、収

穫が完了したので、社員、問屋さんに新米をプレゼン

トすることが出来ました｣ ②｢結婚記念日、女房の誕

生祝い、ありがとうございました｣

○ 神崎達朗君 ｢結婚記念日のお祝い、ありがとうござい

ます｣

○ 山口光弘君 ｢誕生祝い、ありがとうございます｣

○ 多田嘉之君 ｢地区大会、ご苦労様でした。良い大会で

したね。女房の誕生祝いありがとうございました｣

○ 安部信三君 ①｢妻の誕生祝い、ありがとうございます。

すっかり忘れていました｣ ②｢所用のため早退しま

す｣

○ 諸星常平君 ｢幸せの国ブータンは本当に素晴らしい

ところでした。遊びのあとは風邪をひきました｣

○ 小清水正義君 ｢地区大会ご苦労様でした｣

○ 河野治男君 ｢皆さん、地区大会ご苦労様でした｣

○ 今井茂文君 ｢２７日は同好会のコンペの開催です。ま

だ返事が来ていないメンバーがございますので、返事

をお願い致します｣

○ 桐山晃忠君 ｢だんだん寒さが肌に感じる季節になり

ました。風邪に注意しましょう｣

○ 田中宏一郎君 ｢スマイルします。地区大会参加の皆様、

大変ご苦労様でした。Ｄ．Ｋ．Ｌｅｅ(元国際ロータリ

ー会長)曰く“正直、誠実、正確、約束を守る”心を洗

われる思いで帰ってきました。本日もよろしくお願い

します｣

○ 飯田隆明君 ｢スマイルします｣

○ 諸星常平君 ｢１７日の地区大会、ご苦労様でした。も

う少し出席者が多いとうれしいですね｣

○ 北村まり子さん ｢エイペックのパトロールも始まり

ました｣

○ 眞壁 仁君 ｢スマイルします｣

○ 前 肇君 ｢スマイルします｣

○ 淵脇美代子さん ｢地区大会、お世話になりました。バ

ッジを忘れてしまい、あわてて買い求めました。物忘

れが増えていますので、どうぞよろしくお願いします｣

○ 百瀬正子さん ｢アクシデント続きでＨＰへのアップ

が遅れてしまいました。申し訳ございません｣

合計57,000円

50ドル

幹事報告

スマイル報告



○ Ｒ財団委員会 原 郁夫委員長

本日より、寄付金を集め始めました。１１月に入り地区

へ送金いたします。

「米山奨学について」 高橋修平君

９／１７、米山セミナーに米山奨学委員長として出席し

て参りました。当クラブも新しい会員も増え、米山につい

てよく理解できていない方もあると思いますので、少しお

話しさせて頂きます。

米山記念奨学金には

・普通寄付(米山委員会の維持のため)

・特別寄付(留学生・世話クラブ・カウンセラー等へ)

・遺言寄付

があります。

米山留学生は今までに世界１１９カ国、15,776 人(2010

年４月現在)です。

８／１２(木)、例会が休みでしたので、女房と二人で米

山梅吉記念館に行ってきました。台風４号が来ていて、大

雨で、お墓参りはできませんでしたが、館内を拝観させて

頂きました。

一度も言ってない方のために、クラブで記念館を拝観す

る機会を作って頂ければ、米山に対する関心が深まると思

います。旧館は今年の４／２９より長泉町、長泉ＲＣ、米

山梅吉記念館の三者で米山文庫を復活させました。

米山梅吉氏は

1868年(Ｍ１) 和田竹造・三男として東京芝田村に誕生

1880年 米山家の養子(１２歳)

1884年 東京へ(１６歳)

1889年 アメリカ行き決意(２０歳)

高等学校(ベルモントアカデミー)

大学、シラオュース大学を卒業(学資を

稼ぎながら８年間)

1896年 アメリカより帰国

1897年 結婚

1898年 ３０才で三井銀行入行

1906年 ポール・ハリスと知り合う

1921年(Ｔ９) 日本ＲＣ設立

1940年(Ｓ１５) 日本ＲＣ解散

日支事変、日米開戦と戦争がはじまり、解散

1946年 逝去

1947年 ポール・ハリス逝去

日本に帰国してからは、病院設立、青山学院大学小学部、

幼稚部を立ち上げ、立教大学にも実験室を寄付。米山文庫

はＳ６年、長泉町の小学校に図書館を建設。1,000 冊の本

を寄贈。

米山記念奨学金の創設の目的は、日本が再び戦争の過ち

を繰り返さない誓いと、世界に“平和日本”の理解を促す

ことにありました。留学生が平和を求める日本人と出会い、

互いに信頼しあう関係を築き、｢世界の架け橋｣となる事を

願って作られたのです。

私たちの自分でできる、人の喜ばれる事が出来ればと思

います。年内中に地区へ送金したいと思いますので、ご協

力よろしくお願い致します。

委員会報告

卓話


